
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の 平 等 互 恵
バーター制の
貿易
５
日本の隣国には歴史的にも
長い得意先であった中国が
あるが現代貿易は禁止的制
限化にある
共産国，特に中共貿易の自由
が国民の強い世論となって
いる
対共産地域へ
の貿易の自由
化
６
日本も広く輸
出を進めてい
くべきである
輸出入には自国の商船によ
らねば不利
貿易商船の国
有化７
貿易によって利益を上げて
いる国がある（スウェーデ
ン、スイス）
輸出品の工夫
とサービス８
表６　日本の貿易の改革案　　　　　　　　　　
（参考文献17をもとに筆者作成）
表７　今後の日本の貿易に対する子どもの意思決定
（参考文献17をもとに筆者作成）
改革案との関係意思決定
改革案１、２，３みんなが力をあわせてスイス
やスウェーデン新中国のよう
な仕事をしていく
Ａ
改革案６アメリカのいいなりにならず
中国とも貿易を進めていく
Ｂ
改革案５東南アジアの国々と協力し合
い、物々交換をして助けあって
いけばよい
Ｃ
改革案５、６スイスやスウェーデンのよう
に戦争をしない（再軍備を進め
ているがそれをしないこと）
Ｄ
再軍備をしてアメリカから文
句を言われても恐れないよう
になって中国とも自由に貿易
する
Ｅ
①　問題把握
②　達成すべき目標・目的の明確化
③　すべての実行可能な行動案（解決策）の提出
④　行動案（解決策）の論理的結果の予測と評価
⑤　行動案（解決策）の選択と根拠づけ
⑥　決定に基づく行動
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業構成に組み込まれていないものである。これは，
社会問題を歴史的，地理的に分析するというもの
であり，事実の分析的検討を行う段階と捉えるこ
とができる
吋
。意思決定学習の授業構成に事実の
分析的検討の過程を組み込むことにより，これま
での対策や他地域の対策について認識を深め，よ
りよい解決策を提案させるようになっている。
　③のすべての実行可能な行動案（解決策）の提
出では，今後の日本の貿易対策についての改革案
を提案させている。改革策の具体については，表
７に示したとおりである。④の行動案（解決策）
の論理的結果の予測と評価では，提案した改革案
について，それをした場合どのようなデメリット
があるのかを検討させている。⑤の行動案（解決
策）の選択と根拠づけが最終的な意思決定の段階
となり，ここでは，私たちの決意と使命をテーマ
に作文を書かせることによって成立させている。
意思決定の具体については，表８に示したとおり
である（学習内容６，７，８）。⑥の決定に基づく行
動にまでは至っていない。
　以上の点から，「平和貿易」の実践は，事実の
分析的検討を組み込んでいる点や，最終的な行動
にまでふみこんでいない点などの違いは見られる
ものの，意思決定の授業構成をたどるものとなっ
ていることがわかる。
　　「平和貿易」の授業実践にもとづいた今後の
　　社会問題学習の展開
　最後に，「平和貿易」の授業実践から得られた
知見をどのようにいかしていくべきかを検討す
る。
　まず，この授業の一つ目の特徴は，子どもの生
活経験から問題を探り，それを社会の問題へ関連
付けていっていることである。これはⅣで論じた
ように，日生連社会科授業の特徴でもある。導入
段階において，子どもは，商店街の売れ行きを調
べたり，保護者への聞き取りをしたりしてデフレ
政策の影響によって生活状況が変化していること
を把握していっている。この過程を経ることで，
子どもがデフレ政策の影響が自分や周りの人の生
活に影響を及ぼしていることを自覚するに至って
いる。それにより，展開Ⅰの探究活動が無理なく
展開されるようになっている。つまり，導入の段
階において，子どもたちにとって遠い社会問題の
発生と自身の生活の変化を結び付けることが，そ
の後の展開に向けて，有効な手立てとなることを
示している。
　二つ目の特徴は，社会問題の解決策を歴史的，
地理的に探究させていることである。過去や他所
で同じようなことはなかったのか，また，そのと
きはどのような対応をしたのかを明らかにさせる
ことで，類推の思考を働かせ，社会問題の解決に
取り組ませるようにしている。米田豊が主張する
ように，これまで事実の分析的検討の具体につい
ては明らかにされていない
右
。この授業は，その
必要性を再確認させるものであるといえる。
　三つ目の特徴は，解決策の検討を行った後，作
文を書かせることによって，個々に開かれた意思
決定を保証していることである。作文を書かせる
際も，テーマを設定することで，視点を明確にし，
社会問題の改善に目を向けていけるようにしてい
る。
　以上の点は，今後の社会問題学習の展開に向け
て，有効な手立てとなる。
　しかし，本授業を手がかりに今後の社会問題学
習を展開していくうえで，次のような課題を指摘
することができる。
　一つ目は，時間的な制約である。本授業は，具
体的な授業時数は示されていないものの，三ヶ月
を費やして実践されている。時間的な制約がある
中，どこを精選して授業を展開すればよいのか十
分な検討が必要になる。　　
　二つ目は，議論による解決策の検討である。本
授業は，教師の示す資料をもとに，教師と子ども
の間で解決策を検討するものであった。より妥当
性をもった意思決定を行っていくためにも，集団
の中で自身の意思決定を批判，調整していくこと
も必要になると考える。
Ⅶ　おわりに
　本稿では，社会問題学習の類型をもとに，初期
社会科の中でも日生連の「日本社会の基本問題」
にもとづく授業実践の検討を行った。そこから明
らかになったことは次の四点である。
①　日生連の「日本社会の基本問題」にもとづく
授業実践では，構造規定の問題を扱う実証主義
的な学習，価値藤の問題を扱う解釈的な学習
が行われていたこと。
②　その中でも，特に，構造規定の問題を扱う実
証主義的な学習の実践的活動が行われていたこ
と。
③　価値藤の問題を扱う解釈的な学習の実践的
活動では，意思決定学習に相当する授業が含ま
れていたこと。
④　意思決定学習に相当する授業では，子どもの
生活に直結する問題を取り上げ，それに対し，
事実の分析的検討（歴史的，地理的分析）を行
うことで，よい望ましい解決策を検討させてい
たこと。
　以上の点からわかることは，初期社会科におい
ても社会問題学習が広く展開されており，それら
の実践は，市民的資質育成につながるものであっ
たということである。これは，日生連を主宰した
梅根が社会科の目的について，「科学の体系を教え
るのではなく，自分の行動を科学的思考に裏付け
られた行動にする，そのような行動の仕方を身に
つけさせること」 
 
としていることからも明らか
になることである。本稿では，日生連の「日本社
会の基本問題」にもとづいた授業実践の類型化と
「平和貿易」の実践の分析をするに留まった。今
後は，構造規定の問題を扱う実証主義的な学習の
実践的活動を行う実践についても分析することに
より，今後の社会問題学習の具体的展開に向けて
の方略や実践上の課題が明らかになると考える。
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